
1.序　国内では1950-60年代に造林された人工林が本
格的な利用期を迎えているが註1)、木材価格の低迷や森林
所有者の意識の低下等により、活用や管理が適切に行わ
れていない森林が生じている註2)。地域材を持続的に活用
するためには、芯持ち柱生産に対して効率的な50年生
前後での皆伐施業から初期保育経費を抑え、材質を高め
森林の多様な機能を考慮し、大径木を含む多様な材を生
産する長伐期施業への移行が望まれる註3)。しかし、大径
木は製材設備が十分に整備されているとは言い難く、乾
燥と保管の問題で供給が不安定であり、複雑な流通の弊
害で品質に相当する適正価格で取引されていない註4)。長
伐期施業を実現するためには、設計・施工者が地域の森
林の状況を把握した上で多様な材を活用する等の林工一
貫註5)の協働体制を形成し、大径木の流通のための設備が
必要である。そこで本計画では熊本県小国町を対象とし
森林管理の実態及び森林管理者と設計・施工者の協働関
係をヒアリング調査（表1）により明らかにし、その改
善案を示した上で、木材安定供給のためのストックヤー
ド、自然エネルギーを利用する乾燥設備、大径木に対応
可能な製材設備を整備する。また、林業従事者や木造設
計者を育成し、市民に開かれた森林の拠点となる '' 林工
育一貫型 '' オープンストックヤードを計画する。
2.小国町における林業の特徴と実態
2-1.小国杉の特徴と地熱乾燥　小国町は標高400mを
超える山間高冷地であり、九州に位置しながらも寒暖差
によって木目の詰まった良質な杉である「小国杉」を生
産している。強度に優れ、公共建築等での活用も期待さ
れる註6)。また、岳の湯地区では古くから豊富な地熱を調
理・暖房等に利用しており、その余りの蒸気を2007年
から木材乾燥に利用している（図1）。地熱乾燥によって
ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄや環境負荷、材の変色を抑えられる。
2-2.森林整備計画と森林管理の実態　森林整備計画註7)
の伐採・造林・保育に該当する項目に関して森林組合に
実態のﾋｱﾘﾝｸﾞを行った（表2）。優勢木を残して劣勢木
を伐採する定性間伐註8）を基本として、皆伐後2年以内
にｺﾝﾃﾅ苗註9）で植林する。森林組合から「伐採に対する
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図2 木材調達パタンと木材調達のための森林管理者と設計・施工者間の協働関係
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伐採時期・設計期間
水分の少ない冬の間に伐採し
た木材を製材するように依頼
する
冬に伐採した木材を無理なく
乾燥させるために秋までに設
計を終わらせる

●

●

材寸
木材調達を容易にするため、
モジュールをある程度決め柱
梁の寸法の仕様を決めている

●

乾燥方法
地熱中温乾燥にかけるが、理
想は場所を確保し天然乾燥を
行うことである

●

木材ストック
木材をストックしておける場
所があれば、天然乾燥した木
材を使うことができる

●

見積もり・木材調達
実施設計段階で見積もりを行
い、予算内で木材を調達する

●

発注方法
製材所毎に得意な加工分野が
あり、それを把握している森
林組合に対して一括で適正価
格で発注する

●

伐採方法
工務店所有の山から木材を伐
採し、製材を依頼する

●

乾燥方法
製材した材を工務店所有の倉
庫で一年以上天然乾燥する

●

施工性
自社施工のため、木の変形を
考慮に入れた施工ができる

●

木材ストックのための体制
町全体で木材をストックして
おく体制はないので、自社で
天然乾燥しながらストックする

●

表2 小国町の森林整備計画と森林管理の実態
森林整備計画の項目 森林管理の実態（森林組合へのヒアリング）
森林の有する機能

主伐方法
標準伐期齢

植林方法
地拵え、植付け
下刈り、除伐、
つる切り

間伐方法
複層林化

ゾーニングは森林組合ではなく町が決定しており、木材生産機能
と水源涵養機能に全て割り当てている。

・

推進方策 ブランド化

森林の機能
ゾーニング

ﾔﾝｸﾞ率がE90と粘り強く、ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨもあるブランドだが、住宅
には十分すぎる性能なので、公共建築に向いた材だと思われる。

・

・

・

主伐は基本的に皆伐を行っているが、伐採に対する補助金は国から
出ないため、林齢が上がり平準化が進んでいない。
製材用として中径木が一番売れるので、多くある大径木は集成材工
場に安く流れ、更新のための費用が賄えず、伐採に踏み切れないこ
とがある。加えて大径木は製材の台車に乗らないので売れにくい。

・伐採届を提出する際に更新方法も計画されている。畝状に伐採した
木の枝を積んで地拵えを行い、コンテナ苗で植付ける。

・下刈りは最大10年行えば下草も落ち着いてくる。つる切りは下刈
りと同時に行う。除伐は植付けから20年までに1回。枝打ちは計画
に組み込まれないため所有者に任されているが、ほぼ行わない。

・
・
基本的に劣勢木を伐採し優勢木を残す定性間伐を行っている。
複層林化で高齢木を伐採し、植林した数年後に残った大径木を伐採
する際に若齢木を折ってしまうので、複層林化は進めていない。

主伐

造林

間伐

保育

表1 ヒアリング調査の概要
実施期間
実施方法

調査内容

2021年3月8日~4月14日
小国町森林組合、小国杉を製材している製材所（1社）、使用・設計している設計事務所・
工務店（計4社）に対しヒアリングを行った
1.小国町森林組合
・小国町森林整備計画の実態
・森林管理の実態と課題
・地熱乾燥の仕組み

2.製材所
・製材の流れと製材機械
・受注と原木の仕入れ
・設計側との協働

3.設計事務所・工務店
・プロジェクトの工程
・木材調達、材寸等への配慮
・森林管理・製材との協働

図1 地熱乾燥の概要

乾燥温度

運営
地域との
関わり

室数 14室
中温乾燥（約110℃の水蒸気を床下のパイプに通し室温を
あげ、過乾燥を防ぐため加湿も行う）
１ヶ月単位で地元の製材所に貸し出しており、現在14室
全て埋まっている
住民は調理や暖房に利用しており、その生活に影響を与
えないように余った蒸気を利用している

4tトラック1台分（4m材の乾燥のため）容量

木材を乾燥する

地熱乾燥の仕組み

ガラリで空気を対流
させる

地熱で温めた温水管
で室温約50度にする



補助金はない上、多くの大径木は集成材工場に安く買わ
れ赤字になるため、伐採に踏み切れず森林の更新が遅れ
る」という問題が指摘された。
3.小国町における森林管理者と設計・施工者の協働関係の実態
設計・施工者に対するｲﾝﾀﾋﾞｭｰから木材価格への関与と
森林管理者と設計・施工者間の協働関係の観点により木
材調達ﾊﾟﾀﾝを抽出した（図2）。ﾊﾟﾀﾝ 1は製材所が貯木
していた原木を見積もり後に製材する。ﾊﾟﾀﾝ 2は森林組
合が工務店から一括で受注し各製材所に発注する。ﾊﾟﾀﾝ
3は工務店所有の山から伐採した木を自社で使う。ﾊﾟﾀﾝ
1,2は原木市場を介するため、持続的な森林管理が可能
な木材価格で取引されているとは限らず、設計・施工者
にも森林資源の状況は不透明である。ﾊﾟﾀﾝ 3は小規模な
林工一貫体制を形成しており、山の収入の確保、森林の
情報を基にした多様な材の計画的な活用が可能である。
4.プロジェクト
4-1.森林管理からみた協働体制の改善案　地域の森林
資源を持続的管理するためには、森林管理者と設計・施
工者が情報共有を行い、新しい流通を形成するｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ
を共同運営することで、木材の適正価格での直接売買や、
共有した情報の森林経営計画への反映を促し、木材の安
定供給と適材適所での木材利用を実現することが必要で
ある。本計画では、それらを実現するためにﾋｱﾘﾝｸﾞから

得た木材調達ﾊﾟﾀﾝを改善し、建設行為と持続的な森林管
理が一体となる協働体制を提案する。さらに林業従事者
や木造設計者の育成を行い、その協働体制の場を木材の
最終利用者である市民にも開くことで '' 林工育一貫型 ''
のｵｰﾌﾟﾝｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞを計画する（図3）。
4-2.全体計画　既存の地熱乾燥施設がある場所とその
周辺の耕作放棄地を敷地として、蒸気使用量による集落
への影響、敷地の高低差と製材の流れ、敷地の南西から
吹く風を考慮して全体計画を作成した（図4、図5）。地
形に沿う分棟形式で各機能を大径木が製材可能な寸法で
配置し、来館者が木材加工の流れを見学することができ
るﾌﾞﾘｯｼﾞや、ﾄﾗｯｸ、ﾌｫｰｸﾘﾌﾄが通行できるｽﾛｰﾌﾟで各棟
を接続した。既存ﾚｽﾄﾗﾝ・温泉と連携し、観光客の受入
れや林業従事者の研修のためのホテルを新設し、さらに
小国町の酪農家等と提携し、木材ﾁｯﾌﾟの提供を行う。
4-3.建築計画　小国町の伝統構法である置き屋根構法
を用い、温熱環境だけでなく製材時の音、換気、観覧者
動線と製材の流れの関係等を考慮して各棟を計画した
（図6）。貯木場では原木をﾄﾗｯｸで搬入・ｽﾄｯｸし、玉切り
を行っていない原木の造材も行うことで精密な仕分けが
できる。ｵﾌｨｽ棟には森林組合と設計・施工者のｼｪｱｵﾌｨｽ
を設置し、両者で価格交渉・在庫調整を行い、森林経営
計画への反映を可能にすることで、持続的な森林管理の
拠点となる。荒製材棟では大径木の加工が可能な機械を
設け、大径木を利用する地盤を整える。天然乾燥棟では、
長尺材を乾燥できるように間口を広くとり、川側に観覧
者のためのﾃﾗｽを設ける。地熱乾燥棟は斜面に沿って配
置し、その上にﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを設け、木材設計者や林業従事
者の研修を行う。仕上げ加工棟は地熱乾燥棟を覆うよう
に研修室等と一体に屋根をかけ、長尺材を取り回せる大
空間を作っている。
5.結　本計画では熊本県小国町を対象とし、森林管理及
び森林管理者と設計・施工者の協働関係の実態調査を通
して、建設行為と森林資源の持続的管理を一体とし、林
業従事者や木造設計者の育成を促す協働体制とそれを実
現するためのオープンストックヤードを提案した。

参考文献 1 p.66 参照
参考文献 1 p.13 参照
参考文献 2 p.357 参照
参考文献 3 pp239-240 参照
参考文献 4において「林工一貫システム」と称した協働化システムをまとめている。
ヒアリング調査により機械等級区分 E90 や E70 の製材が得られるという情報が得られた。表 2参照。
地域森林計画の対象となる民有林が所在する市町村が 5年ごとに作成する 10 年を１期とする計画。小
国町では令和 2~12 年度の森林整備計画を作成しており、それに基づき各森林経営計画を策定している。
木の形質に重点を置き、予め伐採する木を決めて間伐する方法
容器育苗した根鉢付き苗で、軽量・小型で植栽時に乾燥等に晒されにくく、根が痛みにくい。リブによっ
て容器底面での根巻きが生じない特徴がある。
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註釈
註 1）
註 2）
註 3）
註 4）
註 5）
註 6）
註 7）

註 8）
註 9）

情報共有
ストックヤードで森林組合と設
計・施工者が需給量、森林での
労働力等の情報を共有する

●

適切な森林管理を促す
適正価格で売買することで、
森林管理を適切に行う費用を
得る

●

在庫調整・森林経営計画作成
共有された情報を元に木材在庫
量を調整し、それから森林組合
が森林経営計画を作成する

●
価格交渉
森林組合と設計・施工者がス
トックヤードに一堂に会し、直
接価格交渉し、価格を決定する

●

共同運営による与信
森林組合と設計・施工者が共
同で運営し、森林所有者のリ
スクを分散する

●
造材・仕分け
造材・仕分けをストックヤー
ドで精密かつ安全に行う

●

図3 森林管理者と設計・施工者の協働体制の改善案
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図 5 全体断面図 1/1000
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オフィス棟断面図 1:400

仕上げ加工・地熱乾燥棟断面図 1:400

荒製材棟断面図 1:400 天然乾燥棟断面図 1:400

原木置き場・オフィス棟を見る。4m材・長尺材をストックし、伐採現場
が近い場合は造材を行うことで精密な仕分けを行う。

森林管理者と設計・施工者のシェアオフィスでは情報共有・森林経営
計画への反映が行われ、持続的な森林管理の拠点となる。宿泊受付と
カフェを併設し、観光客を受け入れる。

大径木を製材できる設備とチップ加工木を設けることで、大径材を利
用する地盤を整え、利用価値の低い材まで利用する。牛を飼育する酪
農家と連携し、チップを牛の敷き藁に利用する。

南西から吹く風が建物を吹き抜けるように川に張り出して配置し、川
側に観覧者のための通路を設けることで眺望を得る。長尺材の乾燥も
行えるように 10mスパンとしている。

製材過程で出る利用価値の低い太鼓材を壁、2階のDLT床、
吹き抜け空間の吊り材に用いている。隣接するレストラン・
温泉と連続する軒下空間を置き屋根で構成し、室内環境を
安定させると共に観光と連携して運営を行う。

地熱乾燥棟では中温乾燥、仕上げ加工棟ではプレナー加工を行う。斜面に沿って地熱乾燥室
を配置し、地熱乾燥室を覆うようにその上のワークショップと一体に屋根をかけ、フォーク
リフトで長尺材を取り回せる大空間を作る。

図6 平面図兼配置図 1/1500

❶オフィス棟 ❷荒製材棟 ❸天然乾燥棟

集落全体を見る。地熱の煙に包まれる集落に置き屋根のストックヤード
が地形に沿って配置される。

❶オフィス棟

原木置き場

受付 カフェ

台車
天然乾燥室

プレナー加工機 地熱乾燥室仕上げ加工室 ワークショップ高温乾燥機

テラス

シェアオフィス

❷荒製材棟

❸天然乾燥棟

地熱乾燥棟

❹仕上げ加工棟

研修室・ワークショップ

山の散策路

原木置き場の回廊

連絡橋と展望台チップ置き場

仕上げ加工棟の大屋根と
一体の空間であり、屋外
とも一体と使える

天然乾燥棟とホテル棟を
接続し、山の中でワーク
ショップを行う場となる

集落の住民と原木置き場
のバッファとなり、居場
所となる設えとなる

太鼓材を壁、2階のDLT床、吹
き抜け空間の吊り材に用いる

製材時の音を軽減
する置き屋根空間

300角材を並べて構成し
た壁で断熱・吸音を行う

風通しをよくするための4
本の組み柱と短い耐力壁

ポリカーボネートの下屋根は仕上
げ加工室とワークショップを緩く
区切り、重力喚起を促す

地熱乾燥室の上にワークショップを設
け、地熱乾燥の余熱をワークショップ
の床暖房に利用する

軒下空間は高温セット乾燥の
ための高温乾燥機を設けるた
めに、5m持ち出している

隣接するレストラン・温泉と連続す
る軒下空間を置き屋根で構成する

荒製材棟と仕上げ加工棟
を接続し、上部は眺望を
得る展望台、下部は従業
員の休憩場所となる

荒製材した端材をチップ
加工し、原木を搬入して
空になった荷台にチップ
を積み、搬出する

既存レストラン
既存温泉

ホテル棟

❹仕上げ加工・地熱乾燥棟


